



























































































































































































































































































































































































































































































CASE 々1 ゐ2 々3
A 0．63894 0．2 0．5．
B 0．90360 0．8 0，375
C 1．0746 0．4 0．3





























































































































0　0．1 1 10 50
Fr1／2
Fig．4　Correlation　of　heat　transfer
で蒸気の流れを層流境界層と仮定していることおよび
はく離点下流での熱伝達の寄与を考慮していないこと
が本解析とR－113の測定値との大きな隔たりの原因
と考えられる。
　現状では測定値が少ないので一般的な整理式の提案
は差し控えるが，Fγ数の小さい領域における
　　　　　ヨし
Bromleyら　のエタノールの測定値をよく表現する式
岡またはその近似式岡を，暫定的な整理式として推奨
する。
4．むすび
　水平円柱から上向きに直交して流れる飽和液体への
膜沸騰熱伝達を，体積力対流と強制対流とが共存した
対流熱伝達問題として取り扱い，とくに蒸気膜に関す
る運動方程式中の慣性項とエネルギ町中の対流項を考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の慮して，積分境界層の方法で解析し，Bromleyら　の
エタノールの測定値と一致する理論解およびその近似
式を得た。現状では測定値が少ないので，本解析で得
られた式岡およびその近似式㈹を暫定的な整理式とし
て提案するが，今後，実験データが蓄積された時点で，
本解析で得られた整理式の妥当性が明らかにされるこ
とを期待するとともに，本理論解析と隔たりの大きい
　　　　　　　　　　
Yilmaz－WestwaterのR－113の測定値を整理する理
論の展開も必要とされる。
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〔付録1：式㈲の妥当性について〕
　式㈲の左辺は本文の無次元パラメー．タを用いて書き
直すと
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　　2＋納≡留歩
となる。CASE　Cの場合のβ1，β2およびγ1～γ3の値
を代入すると，式㈲の左辺は次のように書かれる。
2＋5／助＊
一方，式㈲の右辺の大きさを評価するために本解析で
最終的に得られた解，式岡を使う。Fig．　A－1は，式
Fr＝0～1／8　（ρs＝兀　rad
Fr＝1／4　　　（ps＝2．0944　rad
Fr＝1　　　　（ps＝1．6961　rad
Fr＝lOOO　　（ps＝1．5709　rad
め前方岐点での△の解について検討する。
　式㈲のρ＝0近傍の解（厳密解）を次のように仮定
する。
曾
届1の
㍗書1曾
10
5
0
Fr＝1／8
Fr諾1／4
Fr＝1
Fr＝0，1000
0 0．5
（P／（PS
　　△＝αo十α2ψ2十α3ψ3十……　　　　　　（A－1）
式（A－1）を式㈲に代入して，ψo次の恒等式より
αoを決定するど次のようになる。
　　・・≡砺・一（÷）％〔厄一ザ（A－2）
ここに
・1煮｝
・〔　　Gα・1（（1十8F7）助・（1＋鵜助・）
・図2鵜｝
（A－3）
・レ（1＋綿肺）（1＋詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　（A－4）
Fig．　A－1
助＊・．F7
1
（2りの右辺をCASE　Cに対して計算した結果である。
　　　　　ヨ　
Bromleyら　の大気圧のエタノールでは，助＊駕1で
あるから式㈲の左辺の大きさは7程度である。したが
って，Fig．　A－1より，式㈲の仮定は，　o≦〃ρ，≦o．5
の前方岐点付近では十分満足されていることが分る。
ρ／殊＞0．5の領域，とくに（4δ／4のが無限大となる
はく離点（ψ／ρ、＝1），では，式㈲の仮定は満足され
ないが，全体の熱伝達を支配するのは前方岐点での局
所熱伝達であることを考えると，式㈲のように仮定し
ても，平均熱伝達係数の評価に際して大きい誤差は生
じないと考えられる。
〔付録皿：式岡の精度について〕
　前方岐点（ψ＝0）における蒸気膜厚さが全体の熱
伝達を支配すると考えられるので，ここでは簡単のた
である。式㈲で，左辺第2項を第1項に比して省略し
て解いた前方岐点解4二龍。は，式（A－2）で6＝0と
おいて得られる。
ムチ．。一（1．／・）％
前方岐点において△’と△の比をとると
（△’／△），．。＝｛・贋＋・奄｝殆
（A－5）
（A－6）
となる。式¢8）で左辺の第2項を第1項に比して省略す
ることによって得られた近似解，式（A－5）の精度
を，式（A－6）から評価する。本研究で対象とする
沸騰液の場合には，助＊窟1，K≧200，0≦ノ〃
〈・・であるから，式（A－4）の‘の大きさは1r3以
下である。‘＝10－3の場合に，〔』F／却炉。寄1・02であ
るから，式岡のムの解は微分方程式圏の厳密解より高
々＋2％大きくなる。つまり，式㈹の解から得られる
局所ヌセルト数の値は，式㈲の厳密解と比較してわず
か（2％程度）小さくなる。
